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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

流
出
機
密
が
明
か
す
米
国
の
本
音

同
盟
国
へ
の
ス
パ
イ
活
動
も
継
続

国
際
的
な
情
報
戦
争
の
現
実
示
す

　

ま
た
も
や
米
軍
の
機
密
情
報
が
流
出
し
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
の
秘
匿

情
報
や
機
微
に
触
れ
る
外
交
公
電
が
大
量
に
暴
露
さ
れ
た
ウ
ィ
キ

リ
ー
ク
ス
事
件
、
同
盟
国
の
首
脳
も
盗
聴
対
象
と
す
る
大
規
模
な
監

視
体
制
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
ス
ノ
ー
デ
ン
事
件
に
続
く
米
軍
の
大
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
だ
。
漏
え
い
し
た
極
秘
文
書
は
過
去
に
比
べ
る
と
限
定

的
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
い
う
現
在
進
行
形
の
作
戦
計
画
ま
で

表
沙
汰
に
な
り
、
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領

に
は
大
き
な
痛
手
で
あ
り
、
共
和
党
主
導
の
下
院
は
責
任
追
及
を
視

野
に
入
れ
た
調
査
に
乗
り
出
し
た
。

「
春
攻
勢
」
の
作
戦
が
漏
出

　

機
密
流
出
は
、
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
が
4
月
6
日
に

報
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
米
軍
の
極
秘
資
料
が
投
稿
サ
イ
ト
「
ツ

イ
ッ
タ
ー
」
や
、
5
億
人
以
上
の
ユ
ー
ザ
ー
を
抱
え
、
ロ
シ
ア
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
投
稿
サ
イ
ト
「
テ
レ
グ
ラ
ム
」

な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
流
出
し
て
い
る
と
い
う
内
容
だ
っ

バイデン政権

定点
観測
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た
。
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
紙
の
文
書
や
図
表
、
チ
ャ
ー
ト
な
ど
を
撮
影

し
た
画
像
が
大
量
に
見
つ
か
り
、国
防
総
省
が
調
査
に
乗
り
出
し
た
、

と
い
う
の
が
報
道
の
骨
格
だ
。

　

流
出
し
た
資
料
は
、
主
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
関
す
る
も
の
だ
っ

た
。
特
に
目
を
引
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア
軍
に
対
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

の
大
規
模
攻
勢
に
関
連
す
る
作
戦
計
画
の
一
部
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ズ

紙
に
よ
る
と
、
4
月
下
旬
か
ら
5
月
に
か
け
て
始
ま
る
と
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
「
ス
プ
リ
ン
グ
・
オ
フ
ェ
ン
シ
ブ
（
春
攻
勢
）」
と
称
さ

れ
る
軍
事
行
動
の
準
備
計
画
を
示
す
資
料
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の

部
隊
、
装
備
、
訓
練
を
列
挙
し
た
表
が
あ
り
、
今
年
1
月
か
ら
4
月

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
春
攻
勢
で
は
12
個
戦
闘
旅
団
を
編
成
す
る
計
画

が
示
さ
れ
て
い
る
。
9
個
旅
団
は
米
国
や
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
N 

A
T
O
）
同
盟
国
で
訓
練
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
う
ち
6
個
旅
団
は

3
月
31
日
ま
で
に
、
残
り
3
個
旅
団
は
4
月
30
日
ま
で
に
準
備
が
整

う
と
さ
れ
、
必
要
な
装
備
は
戦
車
2
5
0
両
以
上
、
装
甲
車
3
5
0

台
以
上
と
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
た
。
専
門
家
に
よ
る
と
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
1
個
旅
団
は
約
4
0
0
0
〜
5
0
0
0
人
の
兵
士
で
構
成
さ

れ
る
と
い
う
。

　

流
出
資
料
の
う
ち
最
新
の
も
の
は
今
年
3
月
1
日
付
の
「
極
秘
」

文
書
で
、「
3
月
1
日
時
点
の
紛
争
状
況
」
と
題
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
当
局
者
が
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
の

米
軍
基
地
で「
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
」（
机
上
演
習
）の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

米国防総省で会談を前に栄誉礼を受けるウクライナのシュミハリ首相（左）とオー
スティン国防長官。会談ではウクライナへの軍事支援などを協議した＝2023年4月
12日、国防総省提供
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た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
基
地
は
米
陸
軍
の
欧
州
・
ア
フ
リ

カ
地
域
軍
の
拠
点
だ
。
ロ
シ
ア
の
侵
攻
地
域
の
奪
還
に
向
け
た
机
上

演
習
で
、
翌
2
日
に
は
米
軍
ト
ッ
プ
の
ミ
リ
ー
統
合
参
謀
本
部
議
長

と
欧
州
連
合
軍
の
カ
ボ
リ
最
高
司
令
官
が
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
視
察

し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
軍
の
作
戦
も
事
前
に
把
握

　

続
け
て
タ
イ
ム
ズ
紙
は
4
月
8
日
、
ロ
シ
ア
軍
の
動
向
や
現
状
に

関
す
る
機
密
情
報
を
記
し
た
資
料
の
内
容
を
報
じ
た
。そ
の
一
つ
が
、

ロ
シ
ア
国
防
省
が
3
月
3
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
の
港
湾
都
市
オ

デ
ッ
サ
と
ミ
コ
ラ
イ
フ
に
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
行
う
計
画
を
策
定
し
た

と
す
る
文
書
だ
。
米
国
の
情
報
機
関
は
、
こ
の
攻
撃
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
防
空
シ
ス
テ
ム
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
無
人
機
の
保
管
場
所
と
弾

薬
を
破
壊
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
だ
と
分
析
。
実
際
に
ロ
シ
ア
軍

は
3
月
下
旬
、
オ
デ
ッ
サ
近
郊
で
無
人
機
の
格
納
庫
を
破
壊
し
た
と

主
張
し
た
。

　

ま
た
、
流
出
資
料
に
は
、
ロ
シ
ア
の
国
家
防
衛
司
令
部
が
2
月
に

配
布
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
に
お
け
る
ロ
シ
ア
軍
の
「
戦
闘
能
力
の

低
下
」
に
つ
い
て
の
報
告
書
に
関
し
て
分
析
し
た
文
書
も
あ
っ
た
。

文
書
は
、
米
国
の
国
家
安
全
保
障
局
（
N
S
A
）、
国
務
省
情
報
調

査
局
、
中
央
情
報
局
（
C
I
A
）
な
ど
多
く
の
情
報
機
関
の
情
報
を

も
と
に
統
合
参
謀
本
部
が
作
成
し
た
も
の
で
、
一
部
の
資
料
は
、
通

信
傍
受
を
許
可
す
る
規
定
を
定
め
た
外
国
情
報
監
視
法（
F
I
S
A
）

に
基
づ
き
収
集
さ
れ
た
情
報
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
、
C
I
A
が
日
々
更
新
す
る
情
報
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
資
料
も
あ
り
、
C
I
A
が
だ
れ
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に

し
て
情
報
収
集
し
て
い
る
か
も
詳
述
し
て
い
る
と
い
う
。
タ
イ
ム
ズ

紙
に
よ
る
と
、
あ
る
情
報
報
告
書
に
は
、
C
I
A
が
ロ
シ
ア
国
防
省

内
の
議
論
を
通
信
傍
受
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
と
い

う
。
米
国
の
情
報
機
関
が
ロ
シ
ア
当
局
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
実
態

を
示
す
も
の
で
、
こ
う
し
た
情
報
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
に
も
提
供
さ
れ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

「
手
の
内
」
明
か
し
た
米
国
の
失
態

　

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
弱
点
を
示
す
資
料
も
流
出
し
て
い
た
。

タ
イ
ム
ズ
紙
が
4
月
9
日
に
報
じ
た
米
国
防
総
省
の
2
月
28
日
付
の

極
秘
文
書
に
よ
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
ロ
シ
ア
の
ミ
サ
イ
ル
や
自

爆
型
ド
ロ
ー
ン
の
迎
撃
の
た
め
に
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
を
大
量
に
消
費

し
て
お
り
、旧
ソ
連
製「
ブ
ク
」の
弾
薬
が
4
月
中
旬
に
、「
S
3
0
0
」

の
弾
薬
が
5
月
3
日
に
底
を
つ
く
と
試
算
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
前
線
部

隊
を
守
る
防
空
シ
ス
テ
ム
も
5
月
23
日
ま
で
に
は
無
力
化
さ
れ
る
と

し
、
米
欧
軍
に
よ
る
防
空
シ
ス
テ
ム
の
補
充
の
必
要
性
を
指
摘
し
て

い
る
。

　

他
に
も
機
微
に
触
れ
る
文
書
が
流
出
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
戦
闘

機
が
昨
年
9
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
ク
リ
ミ
ア
半
島
沿
岸
を
飛
行
し

て
い
た
英
国
の
偵
察
機
に
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
撃
墜
し
か
け
た
こ
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と
を
示
す
内
容
の
文
書
を
米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
が
報
じ
た
。

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
各
国
の
特
殊
部
隊
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
す
文
書
の
流
出
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
英
B
B
C
に
よ
る
と
、

英
国
が
最
多
の
50
人
で
、
ラ
ト
ビ
ア
17
人
、
フ
ラ
ン
ス
15
人
、
米
国

14
人
、
オ
ラ
ン
ダ
1
人
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
お
い
て
米
国
が
「
手
の
内
」
を
明
か
し
た
こ

と
に
な
り
、
戦
況
に
与
え
る
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
米
C
N
N
は

流
出
事
件
を
受
け
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
作
戦
の
一
部
の
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
と
報
じ
た
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
当
局
は
否
定
）。
ロ
シ
ア
側

も
対
応
に
動
く
だ
ろ
う
。漏
え
い
ル
ー
ト
を
特
定
し
て
遮
断
し
た
り
、

偽
情
報
を
効
果
的
に
流
し
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
拡
散

し
た
一
部
文
書
に
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
犠
牲
者
数
を
少
な
く
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
の
犠
牲
者
数
を
多
く
す
る
書
き
換
え
が
行
わ
れ
た
痕
跡
が

あ
る
と
い
う
。

同
盟
国
も
監
視
対
象
に

　

流
出
し
た
機
密
文
書
は
1
0
0
件
以
上
あ
り
、
監
視
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
ロ
シ
ア
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
タ
イ
ム
ズ
紙
に
よ
る

と
、
米
情
報
機
関
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
や
そ
の

周
辺
の
通
信
を
傍
受
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
・
リ
ポ
ー
ト
も
流
出
し
て
い
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
・
軍
は
軍
事

作
戦
の
詳
細
を
米
国
政
府
と
共
有
し
な
い
こ
と
が
あ
り
、
米
側
の
焦

燥
感
の
表
れ
と
も
言
え
る
と
い
う
。
米
メ
デ
ィ
ア
の
中
に
は
「
米
国

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
作
戦
よ
り
も
ロ
シ
ア
の
作
戦
の
方
を
よ
く
知
っ
て

い
る
」
と
皮
肉
る
見
方
も
あ
っ
た
。

　

同
盟
国
の
韓
国
政
府
の
通
信
も
傍
受
し
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
い

う
。
米
国
が
韓
国
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
武
器
を
供
与
す
る
よ
う
圧
力
を

か
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
米
国
に
供
給
し
た
砲
弾
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
支
援
に
流
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
懸

念
す
る
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
も
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
タ

イ
ム
ズ
紙
は
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
は
、

エ
ジ
プ
ト
が
ロ
シ
ア
に
ロ
ケ
ッ
ト
弾
4
万
発
の
供
与
を
検
討
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
文
書
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、「
戦
略
に
変
更
は
な
い
」（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
府
）、

「
情
報
の
相
当
数
が
偽
造
だ
」（
韓
国
大
統
領
府
）、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ロ
シ
ア
と
も
に
同
じ
距
離
を
保
つ
立
場
だ
」（
エ
ジ
プ
ト
外
務
省
報

道
官
）
な
ど
と
火
消
し
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。
対
ロ
シ
ア
の
隊
列

に
乱
れ
が
生
じ
た
り
、
中
立
の
立
場
を
崩
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
機
密
情
報
が
流
出
し
た
後
、
エ
ジ
プ
ト
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
動
い
た
り
、
韓
国
が
軍
事
支
援
の
検
討
に
入
っ

た
り
し
た
な
ど
と
す
る
報
道
が
相
次
い
で
い
る
の
も
、
流
出
事
件
を

鎮
静
化
さ
せ
た
い
表
れ
と
も
い
え
よ
う
。

逮
捕
さ
れ
た
の
は
21
歳
の
空
軍
州
兵

　

事
件
は
、
タ
イ
ム
ズ
紙
の
報
道
か
ら
1
週
間
後
の
4
月
13
日
、
米

連
邦
捜
査
局
（
F
B
I
）
が
東
部
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
空
軍
州
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兵
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
シ
ェ
イ
ラ
容
疑
者
（
21
）
を
国
家
防
衛
に
関
す

る
機
密
を
承
認
な
く
外
部
に
持
ち
出
し
た
疑
い
で
逮
捕
し
た
こ
と
で

決
着
す
る
。
テ
シ
ェ
イ
ラ
容
疑
者
は
基
地
で
情
報
部
門
に
所
属
し
、

通
信
機
器
の
保
守
・
修
理
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
、
業
務
上
の
必
要

性
か
ら
「
機
密
（
ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
）」
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
限

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
告
発
状
に
よ
る
と
、
機
密
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
権
限
を
悪
用
し
て
極
秘
扱
い
の
文
書
を
不
正
に
入
手
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
「
デ
ィ
ス
コ
ー
ド
」
で
招
待
し

た
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
閲
覧
さ
せ
た
。
連
邦
法
の
ス
パ
イ
活
動
防
止

法
は
、
機
密
情
報
を
不
正
に
扱
い
、
無
許
可
で
保
持
し
、
権
限
の
な

い
人
物
に
送
信
ま
た
は
開
示
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
有
罪
に
な

れ
ば
最
高
15
年
の
刑
に
処
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
国
家
の
重

大
機
密
を
21
歳
の
州
兵
が
外
部
に
流
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
。

　

テ
シ
ェ
イ
ラ
容
疑
者
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
地
元
の
高
校
を

卒
業
後
に
入
隊
。
2
0
2
1
年
10
月
に
同
州
の
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
統
合

基
地
の
第
1
0
2
情
報
飛
行
隊
に
配
属
。「
サ
イ
バ
ー
防
衛
シ
ス
テ

ム
技
術
者
」
に
な
る
た
め
に
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
全
を
専
門
と

す
る
訓
練
を
受
け
た
。
同
隊
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
や
プ
レ
デ

タ
ー
、
リ
ー
パ
ー
な
ど
の
情
報
偵
察
機
の
運
用
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お

り
、
テ
シ
ェ
イ
ラ
容
疑
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
で
収
集
し
た

デ
ー
タ
を
も
と
に
情
報
リ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
ア
ナ
リ
ス
ト
の
支
援

を
し
て
い
た
と
い
う
。

機
密
ア
ク
セ
ス
権
限
を
悪
用

　

告
発
状
に
よ
る
と
、
テ
シ
ェ
イ
ラ
容
疑
者
は
昨
年
12
月
に
オ
ン
ラ

イ
ン
の
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
機
密
情
報
の
共
有
を
開
始
。最
初
は「
文

章
の
段
落
」
を
共
有
し
て
い
た
が
、
今
年
1
月
に
は
職
場
で
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
た
機
密
文
書
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
撮
影
し
、
画
像
を
投

稿
し
始
め
た
と
供
述
し
て
い
る
と
い
う
。
ポ
ス
ト
紙
に
よ
る
と
、
2

月
末
か
ら
デ
ィ
ス
コ
ー
ド
の
別
の
グ
ル
ー
プ
に
転
載
さ
れ
、
3
月
初

旬
に
は
数
千
人
が
閲
覧
で
き
る
サ
ー
バ
ー
で
共
有
さ
れ
、
4
月
初
旬

に
テ
レ
グ
ラ
ム
や
掲
示
板
「
4
c
h
a
n
」、
ツ
イ
ッ
タ
ー
へ
と
広

が
っ
た
と
い
う
。

　

動
機
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
チ
ャ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て

い
た
仲
間
を
取
材
し
た
米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
テ
シ
ェ
イ
ラ
容
疑

者
は
仲
間
内
に
、
携
帯
電
話
の
使
え
な
い
軍
事
基
地
内
の
施
設
で
働

い
て
い
る
と
明
か
し
、
政
府
の
秘
密
を
知
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
、

そ
れ
を
教
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
難
解
な
文
章
や
専
門
用
語

に
は
注
釈
を
つ
け
、
グ
ル
ー
プ
内
で
読
み
や
す
い
よ
う
に
し
た
。
最

初
は
多
く
が
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
画
像
デ
ー
タ
を
共
有
し
て

か
ら
話
題
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

テ
シ
ェ
イ
ラ
容
疑
者
が
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

に
は
、
国
防
総
省
の
情
報
関
連
職
員
が
最
も
よ
く
使
う
「
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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ン
・
シ
ス
テ
ム
」（
J
W
I
C
S
」
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の

端
末
を
通
じ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
は
各
情
報
機
関
や
軍
部
隊
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
閲
覧
で
き
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
も
容
易
だ
と
い
う
。
バ
イ

デ
ン
大
統
領
は
記
者
団
に
「
そ
も
そ
も
な
ぜ
彼
が
（
重
要
機
密
に
）

ア
ク
セ
ス
で
き
た
の
か
」
と
、
検
証
を
急
ぐ
よ
う
軍
や
情
報
当
局
に

指
示
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

過
去
の
機
密
流
出
事
件
と
は
異
質

　

今
回
の
機
密
流
出
は
、過
去
の
事
件
と
比
べ
て
も
異
質
な
も
の
だ
。

機
密
漏
え
い
事
件
で
最
も
有
名
な
の
は
、
1
9
7
1
年
の
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
機
密
文
書
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
の
暴
露
だ
ろ
う
。

米
ラ
ン
ド
研
究
所
の
研
究
員
だ
っ
た
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ル
ズ
バ
ー
グ
氏

が
所
内
に
保
管
し
て
あ
っ
た
文
書
約
7
0
0
0
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
や
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
に
提
供

し
た
。
戦
争
が
泥
沼
化
す
る
経
緯
や
勝
利
の
見
通
し
が
立
た
な
い
な

ど
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
政
府
の
説
明
と
は
か
け
離
れ
た
分

析
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

以
前
、
国
防
総
省
職
員
だ
っ
た
エ
ル
ズ
バ
ー
グ
氏
は
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
調
査
団
の
一
員
と
し
て
現
地
を
視
察
し
た
こ
と
が
あ
り
、
自
ら
も

文
書
の
執
筆
に
携
わ
っ
て
い
た
。
悲
惨
な
現
実
と
は
異
な
り
、
楽
観

的
な
姿
勢
に
終
始
す
る
政
府
の
欺
ま
ん
を
暴
く
こ
と
に
動
機
付
け
ら

れ
た
告
発
だ
っ
た
。
ス
パ
イ
活
動
防
止
法
で
起
訴
さ
れ
た
が
、
捜
査

当
局
に
よ
る
違
法
な
捜
査
も
明
る
み
に
出
た
た
め
、
審
理
し
た
裁
判

過去の主な米機密流出事件

トランプ一族による金融不正への関与（ニューヨーク州）

・米ランド研究所のエルズバーグ氏が所内にあったベトナム戦争に関する国防総省の
極秘文書（ペンタゴン・ペーパーズ）約 7000 ページをコピーしニューヨーク・タイ
ムズ紙、ワシントン・ポスト紙に提供。スパイ防止法で起訴されたが、当局の違法
捜査などを理由に裁判所が棄却

ペンタゴン機密文書流出事件（1971年）

・イラク駐在のマニング陸軍情報分析官がイラク戦争などの米軍情報記録や外交公
電約 75 万件を機密情報公開サイト「ウィキリークス」に提供。米軍へりがロイター
のカメラマンらを誤爆で死亡させた時の映像などが流出。スパイ防止法などで有
罪となるが、オバマ大統領の恩赦で釈放

米軍情報のウィキリークス流出事件（2010年）

・民間軍事企業の契約社員として勤務していたハワイの国家安全保障局（NSA）セ
ンターで米政府が行っている通信傍受記録を大量に入手し英米メディアに提供。
メルケル独首相の盗聴記録もあり、大規模な監視体制が暴露された。起訴されるが、
ロシアに逃避し永住権を得た

スノーデン元中央情報局（CIA）職員による米監視情報流出事件（2013年）
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所
が
公
訴
を
棄
却
し
た
。
当
時
の
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
タ
イ
ム
ズ
紙
や

ポ
ス
ト
紙
に
よ
る
極
秘
文
書
の
報
道
の
差
し
止
め
を
求
め
て
提
訴
し

た
が
、
連
邦
最
高
裁
は
「
報
道
の
自
由
」
を
理
由
に
退
け
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
・
マ
ニ
ン
グ
陸
軍
情
報
分
析
官
（
現
在
の
名
前
は

チ
ェ
ル
シ
ー
・
マ
ニ
ン
グ
）
に
よ
る
75
万
点
に
も
及
ぶ
米
軍
事
情
報

や
外
交
公
電
の
リ
ー
ク
事
件
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
だ
っ
た
。

2
0
1
0
年
に
内
部
文
書
リ
ー
ク
サ
イ
ト
「
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
」
で

公
開
さ
れ
、
イ
ラ
ク
戦
争
中
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
米
軍
ヘ
リ
が
ロ
イ

タ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
ら
を
誤
爆
し
、
巻
き
添
い
に
な
っ
た
住
民
ら
も

死
亡
さ
せ
た
事
件
の
一
部
始
終
を
収
め
た
映
像
が
世
界
に
衝
撃
を
与

え
た
。
マ
ニ
ン
グ
氏
は
ス
パ
イ
活
動
防
止
法
の
適
用
で
有
罪
と
な
る

が
、
当
時
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
後
に
恩
赦
し
た
。

　

そ
の
3
年
後
に
世
界
を
再
び
驚
が
く
さ
せ
る
内
部
告
発
が
起
き

る
。
元
C
I
A
職
員
で
、
米
軍
事
企
業
の
契
約
社
員
と
し
て
ハ
ワ
イ

に
あ
る
国
家
安
全
保
障
局
（
N
S
A
）
の
機
関
に
従
事
し
て
い
た
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ス
ノ
ー
デ
ン
被
告
が
2
0
1
3
年
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
大
量
の
国
家
機
密
を
英
紙
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
な
ど
に
提
供
。
米
政
府

が
秘
密
裏
に
大
手
I
T
企
業
や
通
信
事
業
者
の
協
力
を
得
て
大
規
模

な
通
信
傍
受
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
ス
ノ
ー
デ
ン
被
告
は
ス
パ
イ
活
動
防
止
法
に
違
反
し
た
と
し
て

訴
追
さ
れ
る
が
、
す
で
に
国
外
に
逃
れ
て
お
り
、
現
在
は
市
民
権
を

得
た
ロ
シ
ア
に
滞
在
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

内
部
告
発
で
も
ス
パ
イ
で
も
な
い

　

今
回
の
機
密
流
出
は
、
過
去
の
内
部
告
発
と
は
異
な
る
。
政
府
の

不
正
を
暴
く
た
め
に
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
に
情
報
提
供
し
て
世
間
に

訴
え
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
機
密
情
報
を
他

国
に
流
し
て
対
価
を
得
よ
う
と
す
る
ス
パ
イ
活
動
と
も
異
な
る
。
さ

ら
に
、
自
己
満
足
の
た
め
に
機
密
情
報
を
た
め
込
ん
で
い
た
わ
け
で

も
な
い
。
米
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
る
と
、
テ
シ
ェ
イ
ラ
容
疑
者
が

機
密
情
報
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
優
越
感
に
浸
ろ
う
と
し
た
り
、
友

人
ら
に
戦
争
の
現
実
を
教
え
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
た
と
い
う
。
そ

こ
か
ら
は
、
国
へ
の
裏
切
り
や
、
不
正
を
告
発
す
る
正
義
感
と
い
っ

た
心
情
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
被
告
の
軽
は
ず
み
な
言
動
ば
か
り
が

際
立
つ
。

　

そ
う
し
た
人
物
が
、
ロ
シ
ア
軍
部
の
奥
底
ま
で
入
り
込
ん
で
入
手

し
て
い
る
重
大
な
機
密
を
扱
う
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
機
密
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
権
限
を
承
認
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

の
プ
ロ
セ
ス
が
形
骸
化
し
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ
う
し

た
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
関
係
者
は
膨
大
な
数
に
な
る
と
い
う
。

民
間
企
業
の
契
約
社
員
だ
っ
た
ス
ノ
ー
デ
ン
被
告
が
国
家
安
全
保
障

の
中
核
に
関
わ
る
情
報
を
入
手
で
き
た
当
時
の
緩
慢
な
シ
ス
テ
ム
か

ら
何
も
改
善
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
機
密
流
出
で
再
び
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
が
、
米
国
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に
よ
る
同
盟
国
や
友
好
国
に
対
す
る
監
視
体
制
の
実
態
だ
。
ス
ノ
ー

デ
ン
事
件
で
は
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
個
人
携
帯
電
話
を
傍

受
す
る
な
ど
、
同
盟
国
の
外
国
首
脳
を
監
視
体
制
下
に
置
い
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
、
米
政
府
が
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
ル

セ
フ
大
統
領
は
米
国
へ
の
国
賓
訪
問
を
中
止
し
、
同
盟
国
の
あ
ち
こ

ち
で
反
米
デ
モ
が
起
き
た
。
オ
バ
マ
政
権
は
2
0
1
4
年
、「
密
接

な
関
係
に
あ
る
同
盟
国
や
友
好
国
」
の
首
脳
や
政
府
を
監
視
対
象
と

し
な
い
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　

だ
が
、
そ
う
し
た
方
針
が
反
故
に
さ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
こ
と

が
今
回
、
浮
上
し
た
。
通
信
傍
受
の
対
象
と
な
っ
た
同
盟
国
や
友
好

国
は
韓
国
や
エ
ジ
プ
ト
だ
け
で
は
な
い
。
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
U 

A
E
）
が
ロ
シ
ア
と
情
報
提
供
に
関
す
る
協
力
で
合
意
し
た
こ
と
を

示
す
文
書
も
あ
っ
た
。
米
英
の
中
東
離
れ
を
懸
念
す
る
U
A
E
が
ロ

シ
ア
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
米
国
は
警
戒
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
別
の
文
書
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
情
報
機
関
モ
サ
ド
の
長
官

が
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
の
司
法
制
度
改
革
に
反
対
す
る
反
政
府
デ
モ
を

支
援
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

冷
や
や
か
な
同
盟
国

　

と
は
い
え
、
今
回
は
、
ス
ノ
ー
デ
ン
事
件
ほ
ど
の
反
発
は
米
国
に

向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
名
前
の
あ
が
っ
た
同
盟
国
や
友
好
国
は
「
偽

造
だ
」
と
受
け
流
し
、
米
国
の
監
視
体
制
に
表
立
っ
て
苦
言
を
呈
し

て
は
い
な
い
。
怒
り
を
通
り
越
し
て
、
冷
や
や
か
に
見
ら
れ
て
い
る

ウクライナ

韓国

エジプト

UAE

北朝鮮

ロシア

中国

イスラエル

・情報機関モサドが反政
府デモへの参加を市
民に奨励していると
の内容を米国が把握

米国は敵対国だけでなく同盟国もスパイか？
同盟国・友好国

※米メディアから

・クリミア沖を飛行中の英偵察機を撃墜しそうに
なったと分析

・露側からの情報でミサイル攻撃対象を事前把握か

・偵察気球は高度な監視
システムを搭載してい
ると分析。中国が撮影
した画像も米軍が入手

・大陸間弾道ミサ
イル（ICBM）の
能力を実際より
も誇張している
と分析

・米国に提供した弾薬がウクラ
イナに流用されることを懸念
しているとの内容を把握

・韓国大統領府の通信を傍受か

・ウクライナの攻勢作戦の
内容や防空システムのぜい
弱性に関する情報が流出

・ゼレンスキー大統領や周
辺の会話を通信傍受か

・米英の情報機関に対
抗するためロシアと
協力で合意したとの
露側の会話を傍受

・ロシアと武器取引、
準軍事組織ワグネル
との関係に米国が　
懸念

・ロシアにロケット弾４万発の供与を検討している
との内容を米国が把握
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と
い
う
の
が
実
態
で
は
な

い
か
。
む
し
ろ
、
同
盟
国

や
友
好
国
が
懸
念
し
て
い

る
の
は
、
そ
う
し
た
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
な
機
密
が
、
い

と
も
簡
単
に
漏
え
い
す
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
ぜ
い

弱
性
の
方
だ
ろ
う
。

　

ロ
シ
ア
軍
の
軍
事
作
戦

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握

し
て
い
る
米
国
の
諜
報
活

動
の
優
秀
性
を
改
め
て
目

の
当
た
り
に
す
る
一
方
、

そ
れ
が
い
っ
た
ん
外
部
に

流
出
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
世

界
に
与
え
る
影
響
も
甚
大

に
な
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
ロ
シ
ア
な
ど
の
敵

対
国
は
防
御
体
制
を
固

め
、
同
盟
国
や
友
好
国
の

中
に
は
よ
そ
よ
そ
し
い
態

度
を
と
る
国
が
出
て
き
た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。「
友
人
を
監
視
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
表
明
し
た
オ
バ
マ
政
権

時
の
副
大
統
領
が
今
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
だ
。
冷
や
や
か
に
見
る
同

志
国
の
信
頼
を
取
り
戻
す
努
力
を
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
払
う
必
要
が

あ
る
。

　

国
防
総
省
は
4
月
18
日
、
国
家
機
密
の
使
用
や
保
護
に
関
す
る
手

続
き
や
管
理
体
制
の
見
直
し
に
着
手
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官
は
5
月
下
旬
ま
で
に
改
革
案
を
勧
告
す
る

よ
う
指
示
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
空
軍
長
官
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
空
軍
に
監
察
官
に
よ
る
調
査
を
指
示
し
、
業
務
を
一
時
的
に
停
止

さ
せ
る
異
例
の
措
置
を
講
じ
た
。
シ
ン
副
報
道
官
は
記
者
団
に
「
国

防
総
省
は
こ
の
侵
害
を
真
剣
に
受
け
止
め
て
お
り
、
リ
ー
ク
の
範
囲

と
規
模
を
把
握
す
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

焦
点
と
な
る
の
は
、
機
密
情
報
の
管
理
体
制
の
厳
格
化
だ
。
機
密

漏
え
い
は
米
国
の
安
全
保
障
上
の
深
刻
な
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
。
最

高
機
密
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
範
囲
を
再
検
証
し
、
漏
え
い
防
止
の
体

制
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
付

与
す
る
基
準
も
厳
格
化
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
シ
ン
副
報
道
官

に
よ
る
と
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官
や
ミ
リ
ー
統
合
参
謀
本
部
議

長
は
同
盟
国
の
閣
僚
や
軍
幹
部
と
今
回
の
流
出
事
件
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
と
い
う
。

共
和
党
が
政
権
攻
撃
の
材
料
に

　

一
方
、
共
和
党
主
導
の
下
院
で
は
タ
ー
ナ
ー
情
報
委
員
長
と
ロ

及川　正也（おいかわ・まさや）氏
　早稲田大学政治経済学部卒。1988年毎日新聞社入社。92
年政治部。首相官邸や自民党、新進党、民主党など90年代～
2000年代の政界再編を取材。防衛省や外務省を長く担当
し、東西冷戦後の日本の外交・安全保障政策を取材した。05
年ワシントン特派員。アフガニスタン・イラク戦争やオバマ氏
が勝利した08年大統領選を取材。政治部、経済部、外信部各
副部長を経て13年北米総局長。16年大統領選ではトランプ氏
を取材した。論説委員、論説副委員長を経て21年専門編集委
員。「琉球の星条旗」（講談社）の執筆と編集にあたった。
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ジ
ャ
ー
ズ
軍
事
委
員
長
が
流
出
事
件
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
結
果
を

両
委
員
会
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
書
簡
を
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長

官
に
送
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
機
密
保
持
体
制
の
不
備
を
追
及
す

る
構
え
だ
。
と
り
わ
け
問
題
に
す
る
の
が
、
国
防
総
省
や
情
報
機
関

が
流
出
を
長
い
間
察
知
で
き
ず
、
対
応
が
後
手
に
回
っ
た
こ
と
だ
。

ひ
と
た
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
す
れ
ば
急
激
に
拡
散
し
、
世

界
中
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
現
実
に
対
し
て
、
危
機
感
が
希
薄
だ
と
い

う
指
摘
だ
。

　

共
和
党
内
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
進
め
た
「
米
国
第
一
主

義
」
を
支
持
す
る
下
院
議
員
ら
を
中
心
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
支

援
に
消
極
的
な
姿
勢
が
広
が
っ
て
い
る
。
世
論
調
査
で
も
昨
年
2
月

の
ロ
シ
ア
の
侵
攻
直
後
に
比
べ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
支
持
す
る
国

民
は
減
っ
て
い
る
。
マ
ジ
ョ
リ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
グ
リ
ー
ン
下
院
議
員

は
「
本
当
の
敵
は
だ
れ
か
？　

若
い
下
級
の
州
兵
（
テ
シ
ェ
イ
ラ
容

疑
者
）
か
、
そ
れ
と
も
N
A
T
O
加
盟
国
で
は
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

戦
争
権
限
も
な
く
核
保
有
国
ロ
シ
ア
と
戦
争
し
て
い
る
政
権
（
バ
イ

デ
ン
政
権
）
か
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
て
物
議
を
醸
し
た
が
、

今
回
の
流
出
を
契
機
に
「
厭
戦
気
分
」
や
「
支
援
疲
れ
」
の
世
論
が

高
ま
り
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
離
れ
」
を
加
速
さ
せ
る
政
治
的
な
言
動
が

活
発
に
な
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。


